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前回「わかば」の感想
抜粋して一部紹介します。
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◯権利擁護センター
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☎0799-44-3310

E-mail info@minamiawaji-shakyo.or.jp
◯訪問介護事業所
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◯相談支援事業所
◯なでしこデイサービスセンター

☎0799-44-3133
☎0799-44-2727
☎0799-44-3711
☎0799-45-1806

社会福祉法人　南あわじ市社会福祉協議会
〒656-0122 兵庫県南あわじ市広田広田1064番地　南あわじ市旧緑庁舎内  

TEL(0799)44-3007(代)　FAX (0799)44-3037(代)

●電話相談をした時に、親身になって悩み事を聞いてくださり、ていねいにアドバイス、助言をいた
　だき関係機関も紹介していただきました。職員のみなさま「希望の光」をありがとうございました。
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●社協は企業・施設の「地域貢献」を応援します！

●お知らせコーナー 

●地域の活動ええ和・話・輪 

●社協活動紹介・ふくしクイズ

●善意銀行だより

この広報誌は一部赤い羽根共同募金の財源を活用しています。

倭文・庄田地区の
「庄田空き家パトロール隊」のみなさん
【詳しくはＰ６に掲載】
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22前回「わかば」の感想
抜粋して一部紹介します。33

　㈱イズミフードマシナリ（取締役社長　吉本圭司様）は大正14年
に淡路島で産声をあげ、食品関係を中心とした機械の製造を行って
いる会社です。「地域の応援なくして企業の発展なし」との考えか
ら、淡路工場では長年にわたり地域に根差した貢献活動を行ってい
ます。
　工場周辺の点検をきっかけに始まった年2回の近隣の清掃活動
や、労働組合を中心にペットボトルキャップの収集などを行ってい
ます。また、社内に女性活躍を目的とした女性社員のみのグループ
があり、その活動の一環として古切手やマスクの寄付なども行っています。さらには、地元広田地区で

災害が起きた場合は、毛布を無償提供するといった内容で南あわじ
市と災害発生時の支援協定を結んでいるなど、幅広く地域貢献活動
に取り組まれています。活動のほとんどは社員のみなさんが自主的
に考え、地域のために自分たちができるちょっとしたことから活動
を始められているそうです。
　来年度には、完全バリアフリーの新事務所が完成予定です。「地域
の方への場所の開放や、障がいのある方の雇用にも力を入れていき
たい」と今後の熱い思いを聞かせていただきました。

　この活動の始まりは、火災により「家庭用電化製品」を失ってしまった方から社協に相談があった
際、電気屋さんに声をかけて電化製品の提供をいただいたことがきっかけでした。「まだ使えるものも
多くあるので、処分せずに必要な方に譲るしくみができないか」との思いから、代表の喜田進さんを中
心に市内の電気屋さんに声をかけ、趣旨に賛同いただいた有志の電気屋さん13店舗がネットワーク
に登録してくれることになりました。南あわじ市、登録している電
気屋さん、南あわじ市社協で3者協定を結び、生活に困っている方の
自立した生活への一助となるように活動をしています。
　現在、冷蔵庫や洗濯機、炊飯器など最低限生活に必要な電化製品
一式を倉庫で保管しています。電気屋さんの専門知識を生かし、そ
れらの点検や、必要に応じて設置・取り付けを行っています。
　今後は、個人宅に訪問することの多い電気屋さんの特性も活かし
て、見守りのネットワークとしても活動を広げていく予定です。

●メダカの赤ちゃんがうまれました！●毎日登校していて、道で会う地域の人にあいさつをするとあいさつをかえしてくれ、うれしくなりまた
あいさつをがんばります。

社協は企業・施設の「地域貢献」を応援します！
　社協が推進している「地域福祉」とは、それぞれの地域において誰もが安心して暮らせるよう、地域
住民や民生委員・児童委員、社会福祉法人、企業・団体・施設、ボランティアグループ、ＮＰＯ法人など、
さまざまな主体がお互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取り組む考え方です。社協ではより
良い地域づくりをすすめるため、企業などが取り組む地域福祉分野での地域貢献活動のお手伝いをし
ていきたいと考えています。「地域との関わりの中で役に立ちたい」と思っていただける企業などの相
談にも応じていますので、まずはご相談ください。
　今回は、南あわじ市内の企業や施設の地域貢献活動をご紹介します。

社会福祉法人　淡路島福祉会

社会福祉法人　育世会

社会福祉法人　いちえ福祉会

社会福祉法人　西光寺和順会

社会福祉法人　淡鳳会

社会福祉法人　平成記念会

社会福祉法人　みかり会

社会福祉法人　みはら福祉会

社会福祉法人　むつみ福祉会

社会福祉法人　緑風会

社会福祉法人　南あわじ市
　　　　　　　社会福祉協議会

全11法人

　社会福祉法人は、社会福祉事業をおこなうことを目的とした民間の非営利組織です。高齢者の介護
や障がい者への各種支援、児童保育、社会的養護など地域住民が日々の生活の中で必要とするさまざ
まな福祉サービスの提供や支援を行っています。
　近年、人口減少や高齢化、単身世帯が増加する中で、血縁・地縁など昔からあったつながりが薄れ、制
度の狭間や複合的な問題が深刻化しており、生活困窮や社会的孤立が問題となっています。これらの
問題に対応していくためには、公的な制度や施策だけでなく、“支え合い活動”“地域づくり活動”を社
会福祉法人が率先して進めていくことが求められています。社会福祉法人が中心となった地域づくり
の取り組みにより、多様な主体が参画し、協働する「福祉のまちづくり」につなげています。
　法人の代表者を中心とした「推進会議」は、協議会の方向性や取り
組みについて検討を、施設などの現場職員を中心とした「実務担当者
会議」では、各法人・施設の特性を活かしながら市内のニーズに合っ
た地域貢献活動を展開しています。

合言葉「ほっとかへん」でつながるネットワーク
【南あわじ市社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット南あわじ）】

【㈱イズミフードマシナリ淡路工場】

参加法人

生活困窮者などに迅速に生活支
援を行っていけるしくみづくり
を検討しています

施設を活用した子どもたちの居
場所づくりにも取り組んでいま
す

パンフレットなどの啓発資材を
作成し、ほっとかへんネットの
ＰＲを行っています

災害時にも対応できるネット
ワークづくりのための研修会を
行いました

地域の応援なくして企業の発展なし！

　誰もが安心して暮らせるまちづくりに企業の
持つ力に大きな期待が寄せられています。金品
や物品の寄付、企業の会議室などの施設の開放
による地域住民との交流、人材を活用したボラ
ンティア活動、本業を生かした活動などその形
はさまざまです。
　善意銀行にも多くの企業や団体のみなさまか
ら寄付をいただいています。8ページに記載して
いますので、ぜひご覧ください。

「企業として貢献活動に取り組みたい」

「うちもこんな活動をしている」

など、地域貢献活動に関する情報やご相談
などがあれば、社協までお気軽にご連絡く
ださい。

【まちの電気屋ネットワーク】

自分たちの仕事のスキルを活かした活動を
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●保育所に通う年長の男の子が見て見て‼と紙コップいっぱい入ったダンゴ虫を見せてくれました。
　うれしそうな笑顔、我が家の息子もあんなかわいい時あったなあと思いました。

お問合せ・申込み：☎0799‐44‐3007

●マスクのやりとりのお陰で久しぶりにお電話を頂いたりお会い出来て嬉しいです。

高齢者の生活支援サービス
担い手養成研修受講生募集

登録ヘルパー募集

「福祉のおまつり」の中止について 南あわじを良くするしくみ。

10月1日～3月31日は共同募金運動期間

日常生活自立支援事業のご案内介護用品をお譲りします
　毎年、10月～12月にかけて各地区で住
民同士のつながりの輪を広げることを目
的に「福祉のおまつり」を実施してきまし
た。今年度は10年目の節目を迎える年では
ありましたが、各支部運営委員会で協議を
重ねた結果、新型コロナウイルスの感染拡
大防止の観点から下記のまつりについて
は中止が決定いたしました。楽しみにして
くださっていたみなさまには、ご迷惑をお
かけして誠に申し訳ございません。ご理解
のほど、何卒よろしくお願いいたします。
なお、「みはら福祉のつどい」は実施に向け
て検討中です。決まり次第ご案内させてい
ただきます。
 【中止】・みどりふれあい福祉のつどい
 　　　・せいだんふれあい交流のつどい 
 　　　・なんだん福祉まつり
来年、またみなさまと一緒に実施できるこ
とを楽しみにしています。

　共同募金は、戦後間もない昭和22
（1947）年に、市民が主体の民間運動とし
て始まりました。社会の変化のなか、共同
募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して
暮らすことができるよう、さまざまな地域
福祉の課題解決に取り組む民間団体を応
援する、「じぶんの町を良くするしくみ。」
として、取り組まれています。
　お寄せいただいた募金は、子どもたちや
高齢者、障がい者などを支援するさまざま
な福祉活動や、災害時の支援に役立てられ
ます。

　7月3日からの豪雨により、各地で記録的な大雨となり、河川の堤防決壊等による洪水や土
砂崩れ等の災害が各地で発生しました。この災害により亡くなられた方のご冥福をお祈り
するとともに、被災されたみなさまに心よりお見舞い申し上げます。
　南あわじ市共同募金委員会では、被災された方々の支援のため義援金を募集いたします。
受け付けた義援金は、義援金募集を行っている都県の被災状況に応じた按分率に基づき各
都県に送金し、被災者へ配分されます。直接社協窓口にお越しいただくか、下記口座へお振
込をお願いいたします。

【受付期間】　令和２年7月13日（月）から同年12月28日（月）
【受入金融機関】　　(1)ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　　　口座番号　00140－4－325150
　　　　　　　　　　　口座名義　中央共同募金会令和2年7月豪雨災害義援金
　　　　　　　　　(2)三井住友銀行
　　　　　　　　　　　支店名　東京公務部
　　　　　　　　　　　口座番号　普通預金　0148483
　　　　　　　　　　　口座名義　(福)中央共同募金会
その他詳しくは「中央共同募金会」のホームページをご確認ください。

内　容：利用者のお宅で日常的な家事や食
事の手助け、入浴の介助など

資　格：介護職員初任者研修（ヘルパー2
級）、介護福祉士

時　給：生活援助　1,200円
　　　  身体介護　1,400円
　　　　※土・日・祝は300円UP
　　　　※交通費は別途支給
時　間：8：00～18：00のうち数時間
その他：ヘルパーの仕事に不安がある方、

ブランクがある方などを対象に職
場体験を実施しますので、お気軽
にお問合せください。

　高齢者を在宅で支える様子を、身近なも
のとして学んでみませんか？！
　
日　　時：令和2年11月8日(日)・29日(日)
　　　　  9時～16時 ※2日間の受講が必要
場　　所：中央公民館　講義室
申込方法：社協窓口または電話で申込み
申込期間：10月1日(木)～10月23日(金)
定　　員：20名

　研修終了後は、訪問介護事業所で生活支
援サービス（掃除や買
い物などの家事支援
等）の提供者として働
くことができます。

　みなさまから善意銀行にご寄付をいた
だいた紙おむつなどの物品を、ご自宅で
介護をされている方にお譲りしたいと思
います。

　在宅で生活されていて、判断能力に不
安のある方の福祉サービスの利用手続き
や金銭管理のお手伝いを
する事業です。

＜利用できる方＞
１．判断能力に不安のある高齢者や知的
障がい者、精神障がい者の方などで本
人の意思が確認できる方

２．自宅に住んでいる方やグループホー
ムやケアハウスなどに住んでいる方

＜支援内容＞
１．福祉サービス利用の相談・手続き
２．各種支払い手続き
金融機関での出入金、通知の確認

３．通帳や印鑑、年金証書の預かり

日にち　令和2年10月9日（金）
時　間　10時～11時
場　所　社会福祉協議会（旧緑庁舎）
対象者　南あわじ市在住で自宅で介護を

している方
内　容　善意銀行にいただいた物品を必

要な方にお譲りいたします。
例）紙パンツ、紙おむつ
尿とりパッドなど

その他　一家族につき5つ
　　　　まで

　（なくなり次第終了）

現地に行かなくてもできる支援があります
～令和２年７月豪雨災害義援金募集～

受講料
無料

90％が南あわじ市

に戻ってきます！

10％は市町村を越えた
活動や災害時の備え等に

★朝のみ、夜のみ、週１～２回など短時間でもOK
★ライフスタイルに合わせた働き方ができるよう
　相談に応じます 昨年度の研修会の様子
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●玄関を出ると、高校生くらいの男の子が「こんにちは」と挨拶してくれました。あいさつできる子がいて、
　何だかホッとしました。あいさつしあうとさわやかになれますよね。礼儀って大事な事ですから。

●仕事から帰って来るのが遅い時、子供が買い物に付いて行ってくれて、家に帰ると「お母さん、疲
　れているから冷蔵庫に入れるものは入れておくわ」と、手伝ってくれる。

知 っ て 納 得 情 報

　介護保険制度が制定されて20年、「聞いたことはあるけど、意外と知らないことが多いなぁ」と感じ
ることが多いのではないでしょうか。　ここでは、介護保険の手続きについてQ＆Aでお答えしたいと
思います。

Q　：介護保険サービスは何歳から受けられますか？
A　：65歳以上であれば、介護が必要になった原因を問わず、介護保険制度の利用が可能です。（第一号

被保険者と呼ばれています）
40～64歳の方でも介護保険の対象となる病気（関節リウマチ、パーキンソン病など）が原因の場
合、認定を受けることができます。（第二号被保険者と呼ばれています）
交通事故などが原因の場合は介護保険の対象外です。

Q　：介護保険サービスを受けたいときはどうすればいいの？
A　：まず、介護保険サービスを利用するには『申請』が必要です。市役所の長寿・保険課が窓口です。

窓口まで手続きに行けない方は、お近くの居宅介護支援事業所に相談をし、申請代行を依頼する
こともできます。（もちろん、社協でも相談を受けています）

Q　：どんな流れで介護保険の認定は決まるの？
A　：認定を受けるには、①主治医の意見書②認定調査が必要です。

① かかりつけ医に書類を依頼
② 「調査員」が訪問し、体の状態の確認などの聞き取りを行います。
① の書類提出、②の調査を受けることで、審査会（介護判定についての話し合い）が開催され、介
護判定が決まります。（非該当、要支援1・2、要介護1～5）

●質問・疑問などがあれば、南あわじ市社協居宅介護支援事業所までお問合せください。電話44-2727

　8月11日にＢ＆Ｇ海洋センターで実施し、5
組の親子とボランティアやあわじ特別支援学校
の先生など、計27名の参加がありました。
　10年目となる今年は、夏休み期間が短いこと
から1回のみの開催となりました。とても暑い
日でしたが、海でカヌーに乗ったり、バナナボー
トを体験したりと楽しい一日となりました。
　子どもたちのつながりだけでなく、親やボラ
ンティア、先生などたくさんの人たちと触れ合
い、つながりあえることが、よかさ～くるの大き
な目的です。また来年も開催できることを楽し
みにしています。

“ええ和・話・輪”で紹介してほしい活動があれば、ぜひ社協までご連絡ください♪

10月30日（金）必着

〒656-0122
南あわじ市広田広田1064
南あわじ市社会福祉協議会

■応募方法

■締め切り

はがきに①クイズの答え②あな
たが「幸せだなぁ」と感じる瞬
間③郵便番号④ご住所⑤お名前
⑥お電話番号⑦年齢をご記入の
上ご応募ください。

◆応募者の中から10名の方に図書カード
をプレゼント!
◆当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

表紙のみなさんは
何の活動をされているでしょう？

空き家〇〇〇〇〇隊
（カタカナ５文字）

　前号でみなさんの「ほっと心がやすらぐ」エピソードを募集しました。コロナ禍でいつもと違う
毎日を過ごす中、少しでも心が穏やかになるきっかけになれば幸いです。

　庄田地区では、自治会が主体となり、地域の防犯対策を目的として、庄田地区自治会と老人クラ
ブが協働し、地域の防犯パトロールを行っています。

　活動のきっかけは「ぼうさいカフェｉｎ緑」。毎年9月初旬ごろ、防
災について気軽に話せる場づくりを目的として、社協みどり支部運
営委員会主催で開催しています。参加された庄田地区前自治会長の
大道治俊さんは、グループワークの中で作成した支え合い（防災）
マップを通じ、庄田地区の空き家の多さに衝撃を受けました。「何と
かせなあかん！」という思いから、自治会で空き家の防犯も兼ねた、
見守りパトロールについて提案しました。見守り活動をするにあた

り、地域でのつながりがある方にまわってもらった方がいいと話し合い、隣保単位で一人暮らし
高齢者の見守り訪問を行っている庄田地区老人クラブに活動を依頼しました。
　現在活動は毎月１回、赤い羽根共同募金配分金を活用して作ったマグ
ネット標識を貼った車に乗って空き家を巡回。確認は目視ですが、空き家
の保全管理と防犯を兼ねて地域を見守っていこうと、庄田地区老人クラ
ブのみなさんが協力してパトロールされています。
　大道さんは「庄田地区での空き家防犯パトロールの取り組みが、他の地
域にも輪となって広がっていけばと思っています。自分の命は自分で守
ること、地域のことは地域で守ることは基本です。助け合うこと、そして
地域の絆が大切なことだと思います」とお話し下さいました。
　人と人とのつながりが薄れているこんな時だからこそ、地域の見守り
が大切です。庄田空き家パトロール隊のみなさまを見かける機会があれば、ぜひとも声をかけて
下さい。

地域のことは地域で守る！！～庄田空き家パトロール隊～

みなさんの「ほっと心がやすらぐ」エピソードをご紹介

よかさ～くる“あつまらんか！”
　　　　　　　　を開催しました

赤い羽根共同募金
配分金事業

●隣のお孫さんにプリンをあげ
たら、畑に実っているとうもろ
こしをお返しにいただきまし
た。

●時期遅めに蒔いたアサガオ、
だめかなぁと思っていたら、つ
るを延ばしよく見ると花芽も付
けていました。うれしくなって
近所の人に見てもらってます。

●家のまわりのゴミとか
をひらっていたら、いつ
もご苦労さまと声をかけ
てくれました。

●１才の娘が一緒に住
む母を「ばぁちゃん」と
言えるようになりまし
た。

●私、ミシンが大好きで洋
服の残り布がたくさん有
り、マスクを200枚位縫
い、知り合いの友達・親族
にあげたり送ったりしまし
た。現在も楽しくミシンを
使っております。江尻サロ
ンも始まりました。

●私にとって、玉葱さんは人生その
もの。子供の頃は、玉葱の箱打ちに
額に汗を流し、多大のお小遣いを頂
き好奇心を満喫、成人してから農業
を引継ぎ父母同様に玉葱さんと二
人三脚で生計維持、子供に大学教
育、家屋新築、健康面に於いても食
卓に何時も貴方が居てくれたこそ、
結果家族全員大病もせず健康で今
日あるのも玉葱さん貴方のお陰で
す。私は声を大にして叫びたい。「玉
葱さん大好きです。ありがとう」

●私の母は亡くなって18年になります。
先日母が元気なら同じ年頃のおばさん
とお話しする機会がありました。そのお
ばさんは足がとても痛そうですが、庭の
草引きをしていました。おばさんは「足
は痛いけどお日さまにあたるとボケ防
止にもなるし、草を引いたり木の枝を切
るときれいになった！！と結果が出るの
でうれしくがんばれる！」と笑って話をし
てくれました。私はとってもほっこりと
した気持ちになり、このおばさんのよう
に年を重ねて頑張りたいと思いました。

各ページの下段にも掲載しています♪
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■応 募 先

●玄関を出ると、高校生くらいの男の子が「こんにちは」と挨拶してくれました。あいさつできる子がいて、
　何だかホッとしました。あいさつしあうとさわやかになれますよね。礼儀って大事な事ですから。

●仕事から帰って来るのが遅い時、子供が買い物に付いて行ってくれて、家に帰ると「お母さん、疲
　れているから冷蔵庫に入れるものは入れておくわ」と、手伝ってくれる。

知 っ て 納 得 情 報

　介護保険制度が制定されて20年、「聞いたことはあるけど、意外と知らないことが多いなぁ」と感じ
ることが多いのではないでしょうか。　ここでは、介護保険の手続きについてQ＆Aでお答えしたいと
思います。

Q　：介護保険サービスは何歳から受けられますか？
A　：65歳以上であれば、介護が必要になった原因を問わず、介護保険制度の利用が可能です。（第一号

被保険者と呼ばれています）
40～64歳の方でも介護保険の対象となる病気（関節リウマチ、パーキンソン病など）が原因の場
合、認定を受けることができます。（第二号被保険者と呼ばれています）
交通事故などが原因の場合は介護保険の対象外です。

Q　：介護保険サービスを受けたいときはどうすればいいの？
A　：まず、介護保険サービスを利用するには『申請』が必要です。市役所の長寿・保険課が窓口です。

窓口まで手続きに行けない方は、お近くの居宅介護支援事業所に相談をし、申請代行を依頼する
こともできます。（もちろん、社協でも相談を受けています）

Q　：どんな流れで介護保険の認定は決まるの？
A　：認定を受けるには、①主治医の意見書②認定調査が必要です。

① かかりつけ医に書類を依頼
② 「調査員」が訪問し、体の状態の確認などの聞き取りを行います。
① の書類提出、②の調査を受けることで、審査会（介護判定についての話し合い）が開催され、介
護判定が決まります。（非該当、要支援1・2、要介護1～5）

●質問・疑問などがあれば、南あわじ市社協居宅介護支援事業所までお問合せください。電話44-2727

　8月11日にＢ＆Ｇ海洋センターで実施し、5
組の親子とボランティアやあわじ特別支援学校
の先生など、計27名の参加がありました。
　10年目となる今年は、夏休み期間が短いこと
から1回のみの開催となりました。とても暑い
日でしたが、海でカヌーに乗ったり、バナナボー
トを体験したりと楽しい一日となりました。
　子どもたちのつながりだけでなく、親やボラ
ンティア、先生などたくさんの人たちと触れ合
い、つながりあえることが、よかさ～くるの大き
な目的です。また来年も開催できることを楽し
みにしています。

“ええ和・話・輪”で紹介してほしい活動があれば、ぜひ社協までご連絡ください♪

10月30日（金）必着

〒656-0122
南あわじ市広田広田1064
南あわじ市社会福祉協議会

■応募方法

■締め切り

はがきに①クイズの答え②あな
たが「幸せだなぁ」と感じる瞬
間③郵便番号④ご住所⑤お名前
⑥お電話番号⑦年齢をご記入の
上ご応募ください。

◆応募者の中から10名の方に図書カード
をプレゼント!
◆当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

表紙のみなさんは
何の活動をされているでしょう？

空き家〇〇〇〇〇隊
（カタカナ５文字）

　前号でみなさんの「ほっと心がやすらぐ」エピソードを募集しました。コロナ禍でいつもと違う
毎日を過ごす中、少しでも心が穏やかになるきっかけになれば幸いです。

　庄田地区では、自治会が主体となり、地域の防犯対策を目的として、庄田地区自治会と老人クラ
ブが協働し、地域の防犯パトロールを行っています。

　活動のきっかけは「ぼうさいカフェｉｎ緑」。毎年9月初旬ごろ、防
災について気軽に話せる場づくりを目的として、社協みどり支部運
営委員会主催で開催しています。参加された庄田地区前自治会長の
大道治俊さんは、グループワークの中で作成した支え合い（防災）
マップを通じ、庄田地区の空き家の多さに衝撃を受けました。「何と
かせなあかん！」という思いから、自治会で空き家の防犯も兼ねた、
見守りパトロールについて提案しました。見守り活動をするにあた

り、地域でのつながりがある方にまわってもらった方がいいと話し合い、隣保単位で一人暮らし
高齢者の見守り訪問を行っている庄田地区老人クラブに活動を依頼しました。
　現在活動は毎月１回、赤い羽根共同募金配分金を活用して作ったマグ
ネット標識を貼った車に乗って空き家を巡回。確認は目視ですが、空き家
の保全管理と防犯を兼ねて地域を見守っていこうと、庄田地区老人クラ
ブのみなさんが協力してパトロールされています。
　大道さんは「庄田地区での空き家防犯パトロールの取り組みが、他の地
域にも輪となって広がっていけばと思っています。自分の命は自分で守
ること、地域のことは地域で守ることは基本です。助け合うこと、そして
地域の絆が大切なことだと思います」とお話し下さいました。
　人と人とのつながりが薄れているこんな時だからこそ、地域の見守り
が大切です。庄田空き家パトロール隊のみなさまを見かける機会があれば、ぜひとも声をかけて
下さい。

地域のことは地域で守る！！～庄田空き家パトロール隊～

みなさんの「ほっと心がやすらぐ」エピソードをご紹介

よかさ～くる“あつまらんか！”
　　　　　　　　を開催しました

赤い羽根共同募金
配分金事業

●隣のお孫さんにプリンをあげ
たら、畑に実っているとうもろ
こしをお返しにいただきまし
た。

●時期遅めに蒔いたアサガオ、
だめかなぁと思っていたら、つ
るを延ばしよく見ると花芽も付
けていました。うれしくなって
近所の人に見てもらってます。

●家のまわりのゴミとか
をひらっていたら、いつ
もご苦労さまと声をかけ
てくれました。

●１才の娘が一緒に住
む母を「ばぁちゃん」と
言えるようになりまし
た。

●私、ミシンが大好きで洋
服の残り布がたくさん有
り、マスクを200枚位縫
い、知り合いの友達・親族
にあげたり送ったりしまし
た。現在も楽しくミシンを
使っております。江尻サロ
ンも始まりました。

●私にとって、玉葱さんは人生その
もの。子供の頃は、玉葱の箱打ちに
額に汗を流し、多大のお小遣いを頂
き好奇心を満喫、成人してから農業
を引継ぎ父母同様に玉葱さんと二
人三脚で生計維持、子供に大学教
育、家屋新築、健康面に於いても食
卓に何時も貴方が居てくれたこそ、
結果家族全員大病もせず健康で今
日あるのも玉葱さん貴方のお陰で
す。私は声を大にして叫びたい。「玉
葱さん大好きです。ありがとう」

●私の母は亡くなって18年になります。
先日母が元気なら同じ年頃のおばさん
とお話しする機会がありました。そのお
ばさんは足がとても痛そうですが、庭の
草引きをしていました。おばさんは「足
は痛いけどお日さまにあたるとボケ防
止にもなるし、草を引いたり木の枝を切
るときれいになった！！と結果が出るの
でうれしくがんばれる！」と笑って話をし
てくれました。私はとってもほっこりと
した気持ちになり、このおばさんのよう
に年を重ねて頑張りたいと思いました。

各ページの下段にも掲載しています♪
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前回「わかば」の感想
抜粋して一部紹介します。
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め

　
広
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
有
志

　
阿
那
賀
　
大
亦
　
宏
明

　
賀
　
集
　
藤
江
　
隆
人

○
マ
ス
ク
の
お
礼
と
し
て

　
阿
那
賀
　
済
藤
　
ひ
と
み

〇
食
材

　
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ

　
光
明
寺

　
八
　
木
　
向
原
　
凜

　
八
　
木
　
向
原
　
教
子

　
市
　
　
　
堀
井
　
正
弘

　
八
　
木
　
赤
松
　
強

　
松
　
帆
　
西
畠
　
邦
夫

〇
衣
類

　
東
京
都
　
大
淵
加
緒
理

〇
布
マ
ス
ク

　
松
　
帆
　
畑
野
し
づ
子

〇
紙
オ
ム
ツ

　
阿
那
賀
　
瀬
尾
　
弘
澄

○
プ
ル
タ
ブ
・
古
切
手
・
書
き
損
じ
ハ

ガ
キ
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・
ベ
ル

マ
ー
ク
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ふ
た

亀
井
　
尚
美
　
安
部
　
則
行

池
田
　
久
子
　
馬
野
　
嘉
人

安
部
　
幸
代
　
安
部
　
博
之

藤
本
　
文
子
　
坂
田
　
祥
子

柴
田
　
友
子
　
太
田
　
幸
子

小
林
　
佳
奈
　
坂
口
　
礼
子

十
一
ヶ
所
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

な
で
し
こ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

潮
美
台
一
丁
目
自
治
会

潮
美
台
二
丁
目
自
治
会

福
良
こ
ど
も
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
向
谷
百
歳
体
操
花

淡
路
三
原
高
校

み
な
と
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

灘
地
区
公
民
館

ま
ほ
ろ
ば
サ
ロ
ン

神
代
地
区
公
民
館

淡
路
農
産
食
品
㈱

南
あ
わ
じ
市
消
費
者
協
会

マ
マ
イ
ク
コ
・
イ
オ
ン
洲
本

い
き
い
き
サ
ロ
ン
Ｉ
Ｎ
西
路

㈱
イ
ズ
ミ
フ
ー
ド
マ
シ
ナ
リ

女
性
活
躍
推
進
活
動

淡
路
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

志
知
川
百
歳
体
操
＆
サ
ロ
ン

ト
マ
ト
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー

松
風（
い
き
い
き
百
歳
体
操
）

新
田
北
い
き
い
き
サ
ロ
ン

喜
田
電
気
商
会
　

湊
地
区
公
民
館

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

神
戸
支
社
淡
路
営
業
所

Ｊ
Ａ
Ｍ
イ
ズ
ミ
フ
ー
ド
マ
シ
ナ
リ
労
働
組
合

慶
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ひ
こ
ば
え
グ
ル
ー
プ

谷
川
町
民
生
委
員
・
民
生
協
力
委
員

介
護
老
人
保
健
施
設
ひ
ま
わ
り

南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館

「
元
気
の
森
ホ
ー
ル
」

㈱
大
幸
　
　
　
大
潮
荘

㈱
谷
間
商
店
　
翁
寿
園

緑
風
館
　
　
　
湯
の
川
荘

八
木
病
院
　
　
市
小
学
校

㈱
イ
ナ
ハ
ラ
　
き
ず
な
第
2

み
ど
り
の
家
　
松
帆
郵
便
局

神
代
保
育
所
　
せ
ん
け
い
苑

美
菜
恋
来
屋
　
㈱
岡
本
商
店

㈲
石
田
商
店
　
さ
ん
ゆ
〜
館

細
川
左
官
工
業

物
品
の
寄
付

金
銭
預
託

URL https://minamiawaji-shakyo.or.jp
◯本部・総務係
◯地域福祉係
◯ボランティアセンター
◯権利擁護センター

☎0799-44-3007
☎0799-44-3007
☎0799-44-3007
☎0799-44-3310

E-mail info@minamiawaji-shakyo.or.jp
◯訪問介護事業所
◯居宅介護支援事業所
◯相談支援事業所
◯なでしこデイサービスセンター

☎0799-44-3133
☎0799-44-2727
☎0799-44-3711
☎0799-45-1806

社会福祉法人　南あわじ市社会福祉協議会
〒656-0122 兵庫県南あわじ市広田広田1064番地　南あわじ市旧緑庁舎内  

TEL(0799)44-3007(代)　FAX (0799)44-3037(代)

●電話相談をした時に、親身になって悩み事を聞いてくださり、ていねいにアドバイス、助言をいた
　だき関係機関も紹介していただきました。職員のみなさま「希望の光」をありがとうございました。

…２・3
………………………４・５

…………………6
………………7

………………………………8

●社協は企業・施設の「地域貢献」を応援します！

●お知らせコーナー 

●地域の活動ええ和・話・輪 

●社協活動紹介・ふくしクイズ

●善意銀行だより

この広報誌は一部赤い羽根共同募金の財源を活用しています。

倭文・庄田地区の
「庄田空き家パトロール隊」のみなさん
【詳しくはＰ６に掲載】

「
コ
ー
プ
こ
う
べ
」よ
り

食
材
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
コ
ー
プ
こ
う
べ
よ
り
ハ
ー
ト
基

金
を
活
用
し
た
食
材
を
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。生
活
困
窮
者
支
援
等

で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
on
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
」が
決
ま
り
ま
し
た

　
今
年
3
月
に
予
定
し
て
い
た
地
域

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
が
、ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
の
収
録
と
い
う
形
で

12
月
頃
に
放
送
予
定
で
す
。日
程
が

決
ま
り
次
第
、チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度「
無
料
法
律
相
談
」

中
止
の
ご
案
内

　「
無
料
法
律
相
談
」は
令
和
2
年

7
月
を
も
ち
ま
し
て
、受
付
を
終
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
心
あ

た
た
ま
る
善
意
は
、
寄
付
者
の
ご

意
向
に
沿
い
福
祉
の
増
進
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


